
巨大神殿遺構 

出雲大社御本殿（いずもおおやしろほんでん） 

出雲大社拝殿（御仮殿） 

「古事記」「日本書紀」によれば「大国主大神」の国譲り
に際して、底つ磐根に宮柱を深く立てた壮大な宮殿を造
られたのが出雲大社の始まり。現在の御本殿は延享元年
（1744年）に造営されたもので、高さは24m。昭和27
年（1952年）国宝に指定されています。

銅鳥居をくぐると正面に建つ桧造り、高さ13.5mの拝
殿は昭和34年（1959年）に再建されたもの。銅鳥居
の下の中央に立つと、拝殿が左にずれていることがわ
かります。これは御本殿の御屋根を拝することができ
るようにと配慮されているからです。
現在、平成の大遷宮の為、大国主大神様の仮のお住ま
いとなっています。

松並木の参道 
勢溜から参道を下り、祓社に手を
合わせ、祓橋を渡ると、中天にそ
びえる老松の並木が荒垣付近ま
で続きます。

大鳥居 
神門通りの宇迦橋のたもとに高大に
そびえたつ大鳥居。高さは出雲大社
御本殿より少し低い23mとなって
います。
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平成12年（2000年）に
出雲大社の境内から巨大
本殿の柱の一部と見られ
る遺構が出土しました。3
本が一組となった柱の遺
構で千家国造家所蔵「金
輪御造営差図」に描かれ
ている図と極めて類似す
るもので、「古代の巨大神
殿」の存在を解き明かす
鍵となる大きな発見となりました。出土した柱は古代歴史博
物館に展示されています。

神社参拝の作法として、一般には
「二礼・二拍手・一礼」ですが、
出雲大社は、「二礼・四拍手・一
礼」です。
【一口メモ】
～4つの鳥居をくぐってご参拝～
出雲大社へご参拝の際にはまず、
神門通りの大鳥居～勢溜の正門鳥
居～下り参道の先・松並木の参道
の鳥居～最後に拝殿前の銅鳥居の
4つの鳥居をくぐります。

出雲大社での参拝 
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天に聳える大神殿の 
      伝承を解き明かす発見 

出雲神話の主役、大国主大神を祀る 

良
い
ご
縁
を
 

さ
ず
か
り
に
。
 

良
い
ご
縁
を
 

さ
ず
か
り
に
。
 

せいだまり

はらいのはし

はらいのやしろ う　  が　  ばし

こ
こ
で
は
二
拝
四
拍
手
一
拝
 

こ
こ
で
は
二
拝
四
拍
手
一
拝
 

こ
こ
で
は
二
拝
四
拍
手
一
拝
 

こ
こ
で
は
二
拝
四
拍
手
一
拝
 

I
Z
U
M
O

縁
結
び
と
神
々
の
都 

一
年
に
一
度
、
神
在
月
に
全
国
の
神
さ
ま
が
集
ま
る
と
こ
ろ 

そ
の
ご
利
益
に
あ
ず
か
り
、
良
い
ご
縁
に
結
ば
れ
ま
す
よ
う
に 

い
に
し
え
か
ら
の
伝
統
と
、
新
し
い
息
吹
が
満
ち
溢
れ
る
出
雲
へ 

I Z U M O  S I G H T S E E I N G  G U I D E

大正末に開湯の自噴温泉。芸術家の主人と女将
のこだわりが随所に見られる隠れ家的な一軒宿。
○0853-86-2016 ○6:30～10:30 ○不定
休  ○大人525円・小人315円（昼食、宿泊ご利用の
方に限る）   http://www.odaonsen.jp/

昭和43年に発見された神西湖畔に湧く温泉。
公共宿泊施設と中国地方初のクアハウスが
あります。○国民宿舎くにびき荘0853-
43-2211 ○10:00～16:00 19:00～
21:00 ○無休 ○大人500円  4歳～小学生
300円　http://www.kunibiki.com/

露天風呂やいちじく薬草湯が楽しめる日帰り
温泉。隣接レストランでは地元食材の和食が
楽しめます。○0853-86-2600 ○ 10:00～
21:00 ○第1・第3火曜日（8月第3火曜日）○大人
400円  小人200円
http://www.kirara-taki.co.jp/03kutsurogu/

神戸川の清流に沿ってそびえ立つ奇岩を見
上げながら入浴が楽しめる出雲の奥座敷的
な温泉。○八光園0853-45-0121・御
所覧場0853-45-0211 

出雲大社のお膝元で楽しめる温泉。4階の
展望大浴場からは出雲大社の大鳥居が眺
められます。○ホテル出雲0853-53-2209
○24時間（宿泊者のみ）○無休

周囲の緑を眺めながら開放的な入浴が楽し
める露天風呂、多種の浴槽が楽しめる内湯
と充実しています。○0853-84-0800 ○10:
00～22:00  ○無休  ○一般500円 65歳以
上400円 中高生300円 小人200円 乳児無料
http://www.yukarikan.com/ 

JR出雲市駅のすぐ南という便利な立地の
温泉。竹に囲まれた閑静な雰囲気の風呂が
自慢。○0853-20-2626○10:00
～22:00 ○水曜日 ○大人（中学以上）
600円 小人300円 3歳以下無料

源泉掛け流しの温泉で、含有量が濃く高張性温泉
で濃厚な成分をたっぷり吸収。湯冷めしにくく芯
まで温まれます。○ニューウェルシティ出雲
0853-23-7388○10:00～21:00○無休
○大人500円小中300円60才以上300円
3才以上就学前200円 Http://www.nwci.co.jp

平田の新エリア、シェルピア中ノ島にある
温泉施設。源泉掛け流しの湯が人気を集め
ています。○0853-62-1234 
○10:30～22:30 ○無 休 ○大 人600円 
65才以上400円 小人300円 土日祝は100円増
http://www.ciel-pia.com/yurari/

北山山系が一望できる立地。介護の必要な方や高
齢者でも安心して入浴できる個人入浴施設も完備。
○0853-20-0888○9:00～22:00 
○１/１・12/31 水曜日 ○大人500円 小中
高生 60才以上300円 3才以上就学前200円
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問

出雲大社門前町に温泉が湧出。その温泉を
利用した温泉旅館が誕生しました。古代ロ
マンに思いをはせながら心地よいひととき
をおすごしください。○ますや旅館0853-53-
2012・銀海0853-54-5300
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出雲市南郊の平成スポーツ公園にある温泉。
七種類の薬草を入れた薬草風呂が人気です。
○0853-23-6386○10:00～21:30
○1/１・12/31 月曜日 ○大人500円 小中
300円 60才以上300円 3才以上就学前
200円
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「ひかわ美人の湯」温泉は、「日本三美人の湯」の
１つとして知られる湯の川温泉を源泉とし、色
白美肌効果があるといわれています。
○0853－72－5526 ○10:00～21:30○不
定休 ○大人　500円　60才以上　400円　小人
　300円  

八上姫の伝説が残る「日本三美人の湯」。源泉掛け
流しの湯で美白効果と神話の世界を体感できます。
○湯元  湯の川 0853-72-0333
はらだ荘　　0853-72-0840
松　園　　　0853-72-0024　
草　庵　　　0853-72-0226
湖静荘　　　0853-72-0339

源泉掛け流しのナトリウム・塩化物強塩泉で
す天然温泉。日本海が一望できます。
○出雲ひのみさき宿ふじ　0853-54-5522
○日帰り温泉対応10：00～15：00時
問

問
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飛行機で
●東京から出雲へ 1日5便 所要時間約1時間30分
●大阪（伊丹）から出雲へ 1日6便 所要時間約1時間
●福岡から出雲へ 1日2便 所要時間約1時間10分
●隠岐から出雲へ
※出雲縁結び空港より出雲市駅へ、連絡バスが運行しています。（所要時間約25分）

1日1便 所要時間約35分

JRで
●東京駅発 新幹線→（岡山経由）→特急やくも 約6時間30分

マイカーで
●大阪方面から 中国道→米子道→山陰道→国道9号線

出雲市観光交流推進課 TEL.0853-21-6588　
出雲観光協会 TEL.0853-53-2112
出雲市文化観光案内特産品コーナー TEL.0853-30-6015
大社観光案内所 TEL.0853-53-2298
日御碕観光案内所 TEL.0853-54-5400
http://www.city.izumo.shimane.jp（出雲市役所）
http://www.izumo-kankou.gr.jp（出雲観光協会）

高速バスで
●東　京 1日1便 約11時間50分
●名古屋 1日1便 約10時間
●京　都 1日4便 約5時間50分
●大　阪 1日8便 約5時間30分

●神　戸 1日4便 約5時間
●岡　山 1日7便 約3時間50分
●広　島 1日8便 約3時間15分
●福　岡 1日1便 約8時間10分

●広島方面から 山陽道→広島道→中国道（三次）→国道54号線→国道9号線
●福岡方面から 九州道→中国道（三次）→国道54号線→国道9号線

寝台特急サンライズ出雲 約12時間
●新大阪駅発 新幹線→（岡山経由）→特急やくも 約4時間
●岡山駅発 特急やくも 約3時間
●博多駅発 新幹線→（岡山経由）→特急やくも 約5時間

レンタカー（普通車）タクシー

出雲市観光交流推進課 TEL.0853-21-6588　
お問い合わせ先

●アポロハイヤー  0853-22-4141
●出雲一畑交通㈱ 0853-21-1144
●出雲第一交通㈱ 0853-21-2555
●タカノタクシー㈲ 0853-21-2920
●谷本ハイヤー㈲ 0853-21-1051
●日本交通㈱ 0853-21-0475
●やくも観光タクシー 0853-21-1683
●足立タクシー 0853-72-0336
●斐川タクシー 0853-72-0246
●フラワー観光 0853-72-5587
●アタゴタクシー 0853-62-3400
●スサノオタクシー 0853-84-0836
●やくも観光㈲ 0853-86-2113
●湖陵タクシー 0853-43-1031
●出雲観光タクシー㈲ 0853-53-3230
●大社ハイヤー㈲ 0853-53-3211

出雲地区

斐川地区

平田地区
佐田地区
多伎地区
湖陵地区
大社地区

●出雲モーターレンタリース 0853-22-7123
●出雲レンタカー 0853-22-6611　
●駅レンタカー関西㈱ 0853-21-8193
●オリックスレンタカー 0853-30-7225
●山陰レンタカー　 0853-21-4442
●㈱トヨタレンタリース 0853-22-0100
●速太郎レンタカー　 0853-23-6040
●㈱マツダレンタカー 0853-30-6161
●レンタリースNISHIO 0853-63-2278
●寿レンタカー譌　　 0853-53-0732
●大社レンタカー　 0853-53-3211
●㈱トヨタレンタリース 0853-72-8808
●㈱マツダレンタカー 0853-72-7117
●日産レンタカー 0853-73-8823

出雲地区

出雲地区

平田地区
大社地区

出雲空港
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